
青森県男女共同参画
に関する意識調査

令和７年度

報告書（概要版）

令和8年3月 青森県こども家庭部県民活躍推進課



調査の概要

本体 p1～4
調査の目的と実施方法

■調査の目的

この調査は、男女共同参画に関する県民の意識や実態を把握
し、次期（第６次）あおもり男女共同参画プランの策定の基
礎資料とするとともに、今後の男女共同参画社会の実現に向
けた施策の参考資料とする。

■調査対象

県内に在住する満18歳以上の男女 2,400人

■調査項目

（1）  男女平等に関する意識
（2）  家庭における役割
（3）  女性の活躍推進
（4）  仕事と生活の調和
（5）  育児休業・介護休業
（6）  性別役割分担に関する意識
（7）  防災・復興
（8）  配偶者やパートナーからの暴力
（9）  性的マイノリティについて
（10）男女共同参画に関する行政への要望

■調査期間

令和７年10月1日から10月17日まで

■回収の状況

有効回答数（率）   868人（36.2％）

令和7年度
令和2年度

(前回調査)

有効回答数(率) 868人(36.2%) 852人(42.6%)

性

別

女性 53.2% 54.7%

男性 42.4% 43.8%

答えたくない 2.8% 0.8%

性別不明 1.6% 0.7%

年

齢

18～19歳 2.4% （調査対象外）

20～29歳 9.7% 7.5%

30～39歳 14.3% 11.3%

40～49歳 17.3% 16.1%

50～59歳 19.8% 19.6%

60～69歳 19.5% 23.2%

70～79歳 12.0% 16.7%

80歳以上（前回調査 80～89歳） 3.1% 4.3%

（前回調査 90歳以上） （選択項目なし） 0.4%

年齢不明 2.0% 0.9%
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1.8

0.5

1.2

2.4

2.6

6.9

1.6

1.2

3.5

0.6

2.9

5.5

5.2

14.9

5.9

3.8

12.2

8.5

12.6

26.5

27.5

28.3

36.6

41.2

51.7 

27.9 

40.4 

32.6 

27.9 

30.6 

24.0 

17.1 

22.7 

53.5 

34.2 

20.9 

20.9 

11.9 

9.9 

5.0 

7.0 

8.1 

6.8 

10.7 

14.4 

6.6 

20.9 

29.7 

1.0 

1.0 

2.0 

1.4 

1.5 

0.8 

1.2 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会全体

政治の場

社会通念・習慣・…

職場

法律や制度の上

家庭生活

自治会やNPO・…

学校教育の場

女性優位 やや女性優位 平等 やや男性優位 男性優位 わからない 無回答

女性の方が優位 男性の方が優位
平 等

１ 男女平等に関する意識

社会全体では「男性の方が優位」と感じる割合が依然として高く、特に「政治の場」や「社会通念・
習慣・しきたり」の分野で顕著となっている。

社会通念・習慣・しきたり

自治会やNPO、ボランティア
などの地域活動の場

本体 p5～21

各分野における男女の地位の平等感

（n=868）

男女の地位の平等感
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6.3

1.7

3.6

30.4

18.6

23.4

29.1

39.4

34.8

24.5 

31.0 

28.5 

9.8 

8.4 

9.3 

0.0 

0.9 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男    性(n=368)

女    性(n=462)

総    数(n=868)

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対 反対 わからない 無回答

賛成 反対

２ 家庭における役割 ①

「妻は家庭を守り、夫は外で働く」という考え方に反対（「反対」＋「どちらかといえば反対」）
する人の割合は 63.2%で、女性の方がより高い傾向にある。

本体 p22～23

「妻は家庭を守り、夫は外で働く」という考え方への意識

家庭における役割に係る意見
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２ 家庭における役割 ②

家事、育児、介護ともに理想は「夫婦で同程度」が最も高いが、現実は「主に妻」が担う割合が
高くなっており、理想と現実に大きな差がみられる。

本体 p24～34
家庭での役割分担 ～結婚している人の理想と現実～

23.3

64.6

73.6

28.5

2.0

0.6

1.1 

1.1 

0.0 

5.2 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現 実(n=537)

理 想(n=537)

夫婦で同程度 主に妻 主に夫 その他の家族 どれにも該当しない 無回答

37.7

77.6

60.8

18.6

0.9

0.4

0.6 

0.4 

3.0 

0% 50% 100%

現 実

(n=469)

理 想

(n=469)

育児の役割分担

34.3

72.3

56.7

20.0

3.3

0.7

5.7 

2.7 4.3 

0% 50% 100%

現 実

(n=300)

理 想

(n=300)

介護の役割分担

23.3

64.6

73.6

28.5

2.0

0.6

1.1 

1.1 5.2 

0% 50% 100%

現 実

(n=537)

理 想

(n=537)

家事の役割分担
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３ 女性の活躍推進

■ 女性が働き続けるために家庭・社会・職場において必要なこととして、「こどもを預けられる環境の
整備」、「男性の家事・育児参加」、「職場の管理職や上司の理解・意識改革」などがあげられた。

本体 p35～38

64.2

40.8

40.7

39.2

37.4

0.0 50.0 100.0

家事・育児・介護などを支援する

サービスが十分ではないこと

家族の理解・支援が得られないこと

長時間労働の改善が十分ではないこと

ロールモデルとなる女性リーダーが

少ないこと

職場において転勤などの広域異動が

増えること

総    数(n=868)

女    性(n=462)

男    性(n=368)

女性の活躍を進めるに際しての障害（上位5項目）
（%）

77.4

65.4

64.6

58.5

57.7

0.0 50.0 100.0

保育所や学童クラブなど、

こどもを預けられる環境の整備

男性の家事・育児参加

女性が働き続けることへの職場の管理職や

上司の理解・意識改革

家事・育児支援サービスの充実

職場における育児・介護との両立支援制度

の充実

総    数(n=868)

女    性(n=462)

男    性(n=368)

女性が働き続けるために、家庭・社会・職場に
おいて必要なこと（上位5項目） （%）

■ 女性の活躍を進めるに際しての障害として、「家事・育児・介護などを支援するサービスが十分では
ないこと」、「家族の理解・支援が得られないこと」、「長時間労働の改善が十分ではないこと」など
があげられた。

女性の活躍を進めるに際しての障害と女性が働き続けるために必要なこと
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31.1

6.3

14.1

21.7

2.3

3.1

34.4 

39.3 

3.0 

3.0 

2.0 

5.8 

8.6

17.6

1.5

2.6

3.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現 実(n=608)

理 想(n=608)

「仕事」を優先

「家庭生活」を優先

「地域活動や個人の趣味・学習等」を優先

「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域活動や個人の趣味・学習等」をともに

優先

「家庭生活」と「地域活動や個人の趣味・学習等」をと

もに優先

「仕事」と「家庭生活」と「地域活動や個人の趣味・学

習等」をともに優先

わからない

無回答

４ 仕事と生活の調和

「「仕事」を優先」のみ、現実が理想を大きく上回っている。

その他の項目は、現実が理想を下回る傾向。理想と現実にギャップがみられる。

本体 p39～45

仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先度 ～現在仕事をしている人の理想と現実～

現在仕事をしている人の仕事、家庭生活、地域・個人の生活の優先度
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５ 育児休業・介護休業 ①

男性は、「育児休業を取得したいと思ったが、取得しなかった」と「育児休業を取得したいと思わな
かったので、取得しなかった」で8割を占める。

男性が取得しなかった（できなかった）理由としては、「職場に育児休業制度がなかった」、「職場に
迷惑をかけたくなかった」、「休業中の仕事をカバーしてもらえるような人事体制になっていなかった」
などがあげられた。

本体 p46～47育児休業の取得

9.4

28.1

21.3

2.8

4.9

4.0

43.9

11.7

23.4

40.6 

6.2 

19.0 

1.1

23.8

15.4

2.2

25.3

16.9 

0% 50% 100%

男    性

(n=180)

女    性

(n=324)

総    数

(n=521)

育児休業の取得
育児休業を取得したことがある

育児休業を取得したことがある

が、自分が望んだ期間を取得で

きなかった
育児休業を取得したいと思った

が、取得しなかった

育児休業を取得したいと思わな

かったので、取得しなかった

育児のために仕事を辞めたの

で、育児休業を取得しなかった

育児の時に働いていなかった

38.2

34.5

27.0

25.8

18.6

0.0 20.0 40.0 60.0

職場に育児休業制度がなかった

職場に迷惑をかけたくなかった

職場に取得しにくい雰囲気があった

休業中の仕事をカバーしてもらえる

ような人事体制になっていなかった

収入の減少を避けたかった

総    数(n=322)

女    性(n=151)

男    性(n=159)

育児休業を取得しない理由（上位5項目）（%）

育児休業を取得したことがあるが、
自分が望んだ期間を取得できな
かった
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５ 育児休業・介護休業 ②

「介護休業を取得したいと思ったが、取得しなかった」が最多。

取得しなかった（できなかった）理由としては、「職場に迷惑をかけたくなかった」、「職場に介護休
業制度がなかった」、「休業中の仕事をカバーしてもらえるような人事体制になっていなかった」などが
あげられた。

本体 p48～49介護休業の取得

14.5

4.1

8.4

0.0

0.8

0.5

32.5

28.5

29.9

30.1 

17.9 

23.4 

4.8

17.1

11.7

18.1

31.7

26.2 

0% 50% 100%

男    性

(n= 83)

女    性

(n=123)

総    数

(n=214)

介護休業の取得

介護休業を取得したことがある

介護休業を取得したことがある

が、自分が望んだ期間を取得で

きなかった
介護休業を取得したいと思った

が、取得しなかった

介護休業を取得したいと思わな

かったので、取得しなかった

介護のために仕事を辞めたの

で、介護休業を取得しなかった

介護の時に働いていなかった

42.1

33.6

30.7

25.7

20.7

0.0 20.0 40.0 60.0

職場に迷惑をかけたくなかった

職場に介護休業制度がなかった

休業中の仕事をカバーしてもらえる

ような人事体制になっていなかった

職場に取得しにくい雰囲気があった

収入の減少を避けたかった

総    数

(n=140)
女    性(n= 79)

男    性(n= 56)

介護休業を取得しない理由（上位5項目）（%）

介護休業を取得したことがあるが、
自分が望んだ期間を取得できな
かった
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0.9 

1.3 

3.0 

2.6 

0.6 

1.9 

1.7 
9.1 

7.6 

16.7 

29.2 

1.9 

11.9 

18.4 

14.9 

16.9 

15.2 

21.6 

24.5 

38.5 

43.5 

39.0 

18.2 

22.1 

27.1 

28.8 

27.3 

18.4 

35.1 

21.4 

24.9 

16.0 

16.9 

75.1 

61.0 

48.3 

50.2 

51.5 

61.3 

37.7 

41.3 

25.5 

20.3 

10.8 

3.9 

3.7 

3.2 

3.5 

3.7 

3.2 

3.9 

3.7 

3.5 

3.5 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性に理系の進路（学校・職業）は向いていない

受付、接客・応対（お茶だしなど）は女性の仕事だ

大きな商談や大事な交渉事は男性がやる方がいい

組織のリーダーは男性の方が向いている

家事・育児は女性がすべきだ

男性は結婚して家庭をもって一人前だ

共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先すべきだ

女性は結婚によって、経済的に安定を得る方が良い

育児期間中の女性は重要な仕事を担当すべきではない

男性は仕事をして家計を支えるべきだ

青森県には女性の活躍できる場が少ない

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない 無回答

そう思う そう思わない

６ 性別役割分担に関する意識

『そう思う』（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）が5割を超えたのは、「青森県には
女性の活躍できる場が少ない」、「男性は仕事をして家計を支えるべきだ」。

『そう思う』とする割合は、女性より男性でより高い傾向となっている。

本体 p50～61

性別役割分担に関する意識 【女性】（n=462）

性別役割分担に関する意識

9

【男性】（n=368）

1.4 

2.2 

3.5 

4.3 

3.5 
8.4 

6.0 

10.9 

14.9 

27.4 

28.3 

5.4 

20.4 

16.6 

21.5 

27.2 

24.5 

25.3 

27.4 

29.1 

42.4 

36.1 

18.2 

22.0 

21.2 

18.5 

23.4 

15.5 

33.4 

17.7 

23.4 

9.2 

13.9 

72.6 

53.0 

55.7 

53.5 

42.7 

48.4 

32.9 

41.0 

30.2 

17.4 

19.3 

2.4 

2.4 

3.0 

2.2 

3.3 

3.3 

2.4 

3.0 

2.4 

3.5 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う そう思わない



73.7

66.7

61.4

50.1

39.3

36.4

32.7

26.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

更衣室やプライバシーの確保など、性別に配慮した避難所運営を行う

避難所の設置・運営について、物事を決める際には男女を交えた話し合いを…

避難所でのリーダーや炊き出しなどの役割を、性別で固定せずに分担する

防災や復興の政策・方針を決める過程に女性が参画する

平常時から性別に配慮した防災訓練を行う

災害時に対応できるよう、平常時から自治会・町内会の役員に女性を入れ…

消防団や自主防災組織の女性メンバーを増やす、女性の参画を促進する

災害発生直後から、市町村等の女性職員が現場で対応する

総    数(n=868)

女    性(n=462)

男    性(n=368)

7 防災・復興

本体 p62～63

性別に配慮した防災・復興に必要なこと
（%）

性別に配慮した防災・災害対応・復興対策のために必要なこととして、
「更衣室やプライバシーの確保など性別に配慮した避難所運営を行う」、
「避難所の設置・運営について、物事を決める際には男女を交えた話し合いをする」、
「避難所でのリーダーや炊き出しなどの役割を、性別で固定せずに分担する」などがあげられた。

性別に配慮した防災・復興

10

災害時に対応できるよう、平常時から自治会・町内会の役員に
女性を入れる、増やす

避難所の設置・運営について、物事を決める際には男女を交えた話し合いをする



８ 配偶者やパートナーからの暴力

■ 暴力防止に必要なこととして、「加害者への罰則を強化する」、「被害者が早期に相談できるよう、
身近な相談窓口を増やす」、「学校・大学で生徒・学生に対し、教育を行う」などがあげられた。

本体 p64～67

78.5 

31.3 

18.7 

18.5 

15.8 

15.0 

0.0 50.0 100.0

警察

市役所、町村役場

民間の専門家や専門機関             

                                         

医療機関（医師、看護師など）

配偶者暴力相談支援センター

（女性相談支援センター等）

いずれの相談機関も知らない

総    数(n=868)

女    性(n=462)

男    性(n=368)

暴力を受けた時の相談機関の認知度（上位6項目） （%）

62.3

61.4

54.5

50.1

42.6

0.0 50.0 100.0

加害者への罰則を強化する

被害者が早期に相談できるよう、身近な

相談窓口を増やす

学校・大学で生徒・学生に対し、教育を

行う

家庭で保護者がこどもに対し、教育を行う

暴力を振るったことのある者に対し、二度

と繰り返さないための教育を行う

総    数(n=868)

女    性(n=462)

男    性(n=368)

暴力防止に必要なこと（上位5項目）
（%）

■ 配偶者やパートナーからの暴力を受けた時の相談窓口として知っているのは、「警察」が最多。
一方で、相談機関を知らない人も一定数存在。

民間の専門家や専門機関（弁護士・
弁護士会、カウンセラー、カウンセ
リング機関、民間シェルターなど）

暴力を受けた時の相談機関と防止策

11

市役所・町村役場



９ 性的マイノリティについて

本体 p68～74

7.0

12.0

52.1

52.3

63.9

9.2

11.2

29.4

25.8

17.2

80.0 

72.9 

16.0 

19.8 

16.7 

3.8 

3.9 

2.5 

2.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SOGI（ソジ）

アウティング

性的マイノリティ

LGBTQ

カミングアウト

性的マイノリティに関する用語

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

（n=868）

49.4

42.5

42.3

39.2

36.6

0.0 20.0 40.0 60.0

こどもに対する教育や啓発

社会環境（トイレ・更衣室等）の

整備

社会制度（法制度等）の整備

相談窓口・支援体制の整備

県民全体に対する啓発

総    数(n=868) 女    性(n=462) 男    性(n=368)

性的マイノリティの方々が生活しやすくなる
ために必要なこと（上位5項目） （%）

■ 性的マイノリティの方々が生活しやすくなるために必要なこととして、「こどもに対する教育や啓発」、
「社会環境（トイレ・更衣室等）の整備」、「社会制度（法制度等）の整備」などがあげられた。

■ 「カミングアウト」、「LGBT」、「性的マイノリティ」の用語は認知度が高い。

性的マイノリティに関すること
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58.2

56.5

53.7

43.5

40.4

39.3

35.8

34.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

子育てや介護中であっても仕事が続けられるよう支援する

保育の施設・サービスや、介護の施設・サービスを充実する

子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する

法律や条例、制度の面で見直しを行う

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を…

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など働き方の見直しを進める

民間企業・団体等の管理職に女性の登用が進むよう支援する

従来、女性が少なかった分野（研究者等）への女性の進出を支援する

総    数(n=868)

女    性(n=462)

男    性(n=368)

１０ 男女共同参画に関する行政への要望 ①

本体 p75～76

男女共同参画に関する行政への要望（上位8項目）

（%）

男女共同参画社会を実現するために、今後、行政が力をいれていくべきこととして、
「子育てや介護中であっても仕事が続けられるように支援する」、
「保育の施設・サービスや、介護の施設・サービスを充実する」、
「子育てや介護等でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する」などがあげられた。

行政に望むこと
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国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定の場に
女性を積極的に登用する



１０ 男女共同参画に関する行政への要望 ②

本体 p77～82

ワードクラウド 頻出単語

性別にとらわれず、個性や能力が尊重され、自分らしく生きることができる社会にしていくために、
何が大切だと思うかについて、自由記述の内容から頻出度の高い単語を可視化。

頻出度の高かった単語は、「社会」「自分」「理解」「教育」「必要」。

自分らしく生きることができる社会にしていくために大切なこと

全 体 女 性 男 性

※文字が大きい程、出現回数が多い。文字色、位置については特段の意味はない。
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まとめ
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◆ 家庭内での役割分担では、家事・育児・介護のすべてにおいて、理想は「夫婦で同程度」と考える
人が多い一方で、現実は「主に妻」が担う構造となり、理想と現実とのギャップが大きい。

男性の育児参画を増やしていくためには、必要な時に育児休業を取得しやすい職場環境づくり
が必要

「女性は（男性は）こうすべき」という性別役割分担意識について、否定的な意見が大半を占めること
が明らかになった一方、「男性は仕事をして家計を支えるべきだ」など、肯定的な意見の方が多い項目も
一部にみられ、性別による役割分担意識は依然として根強く残っていることが伺えた。

男女共同社会の実現に向けて

今回の調査結果を踏まえ、次期あおもり男女共同参画プランを令和８年度中に策定

調査にご協力いただいた皆様、ありがとうございました

引き続き固定的性別役割分担意識の解消に向けた取組を進めることが必要

【分野別の主な課題】

女性に負担が偏っていることから、女性の家事・育児・介護負担を軽減していくことが必要

◆ 育児休業の取得では、職場に制度がなかったことや職場へ迷惑をかけることへの懸念から、取得を
断念した男性が多い。

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kodomo/kenmin/danjoisikityousa.html

調査結果は青森県庁HPでご覧いただけます
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